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愛
媛
県
神
道
青
年
会

会 
長
　
柳
原
　
永
祥

　

平
成
三
十
一
年
の
新
春
を
寿
ぎ
、
謹
ん
で
聖
寿

の
万
歳
と
皇
室
の
弥
栄
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
各
ご
社
頭
の
ご
隆
昌
と
皆
様
方
の
ご
多

幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

 

御
代
替
わ
り

　

本
年
は
畏
く
も
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
の
目

出
度
き
節
目
で
あ
り
ま
す
。
常
に
国
民
と
共
に
歩

ま
れ
、
国
安
か
れ
、
民
安
か
れ
と
全
身
全
霊
で
御

祈
り
を
さ
れ
、
日
本
各
地
、
と
り
わ
け
遠
隔
の
地

や
島
々
へ
も
行
幸
さ
れ
た
大
御
心
に
感
謝
の
誠
を

捧
げ
ま
す
。
さ
ら
に
四
月
三
十
日
に
は
江
戸
時
代

の
光
格
天
皇
以
来
の
御
譲
位
が
行
わ
れ
、
翌
五
月

一
日
に
は
皇
太
子
殿
下
が
御
即
位
遊
ば
さ
れ
ま

す
。
皇
祖
天
照
大
神
へ
と
続
く
万
世
一
系
の
皇
統

が
新
た
な
歴
史
を
刻
む
こ
と
は
、
国
民
に
と
っ
て

こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。
こ
の
御
代
替
わ
り
は
歴

史
の
変
換
期
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
行
わ
れ
る

諸
祭
儀
に
つ
い
て
、
神
職
が
正
し
く
氏
子
・
崇
敬

者
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で

す
。
大
嘗
祭
を
始
め
と
す
る
御
大
礼
の
知
識
を
身

に
つ
け
、
奉
祝
の
気
運
を
醸
成
し
て
い
く
よ
う
行

動
を
起
こ
し
て
参
り
ま
す
。

　

 

災
害
後
の
対
応

　

昨
年
は
全
国
的
に
災
害
の
多
い
年
に
な
り
、
県

内
に
お
い
て
も「
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
」に
て

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
本
会
も
被
災
し
た

神
社
の
復
興
支
援
活
動
に
重
点
を
置
き
、
他
県
の

神
道
青
年
会
と
も
連
携
を
図
り
、
西
予
市
野
村
町

と
宇
和
島
市
吉
田
町
に
て
物
資
・
活
動
支
援
を
行

い
ま
し
た
。
特
に
八
月
六
日
の
復
興
支
援
活
動
で

は
三
輪
田
副
庁
長
を
始
め
多
く
の
方
に
御
協
力
を

賜
り
、
北
は
北
陸
地
区
、
南
は
九
州
地
区
か
ら
も

青
年
会
同
士
が
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
中
に
は
自
宅
が
被
災
し
て

住
む
と
こ
ろ
が
確
保
で
き
て
い
な
い
状
況
に
も
関

わ
ら
ず
、
参
加
い
た
だ
い
た
先
輩
も
お
り
、
頭
が

下
が
る
思
い
で
し
た
。
被
災
地
の
一
刻
も
早
い
復

興
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、
支
援
活
動
に

対
し
て
愛
媛
県
神
社
庁
始
め
皆
様
よ
り
戴
い
た
寄

付
金
か
ら
、
今
後
の
災
害
時
に
早
急
に
対
応
で
き

る
よ
う
防
災
倉
庫
を
購
入
し
愛
媛
県
神
社
庁
に
寄

贈
致
し
ま
し
た
。
防
災
倉
庫
の
中
に
は
今
回
使
用

し
た
シ
ャ
ベ
ル
や
高
圧
洗
浄
機
等
を
備
蓄
し
て
い

ま
す
の
で
、
物
資
不
足
に
な
り
易
い
災
害
時
に
円

滑
な
作
業
を
行
う
こ
と
に
繋
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

 

障
子
を
開
け
て
み
よ
、外
は
広
い
ぞ

　

一
期
二
年
の
任
期
も
残
る
と
こ
ろ
三
ヶ
月
と
な

り
ま
し
た
。「
神
道
教
化
に
関
す
る
発
信
と
基
礎

固
め
」を
指
針
と
し
て
、
本
会
再
発
足
四
十
五
周

年
、
復
興
支
援
を
中
心
に
通
年
事
業
も
欠
か
す
こ

と
な
く
行
い
、
事
業
の
多
い
二
年
間
と
な
り
ま
し

た
。
活
動
を
共
に
し
、
支
え
て
い
た
だ
い
た
役
員

を
始
め
会
員
の
皆
様
方
に
は
心
よ
り
感
謝
致
し
ま

す
。
事
業
を
通
じ
て
一
番
大
事
な
の
は
、
経
験
を

日
々
の
奉
仕
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
と
い
う

事
で
す
。
直
接
奉
仕
に
繋
が
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

社
頭
講
話
の
種
に
し
た
り
、
ご
縁
を
奉
務
神
社
へ

と
結
び
つ
け
た
り
等
、可
能
性
は
様
々
あ
り
ま
す
。

良
い
循
環
が
生
ま
れ
れ
ば
、
自
然
と
本
会
の
活
動

も
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
す
し
、
何
よ
り
も
共
に
汗

を
流
し
た
仲
間
と
い
う
も
の
は
代
え
が
た
い
宝
物

で
す
。
特
に
本
会
は
先
輩
方
の
ご
尽
力
の
積
み
重

ね
と
皆
様
方
か
ら
の
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
、
地

方
の
青
年
会
の
中
で
は
恵
ま
れ
た
環
境
で
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
参
加
し
て

多
く
の
経
験
を
得
て
下
さ
い
。
百
聞
は
一
見
に
如

か
ず
。
四
十
歳
ま
で
の
限
ら
れ
た
時
間
を
有
意
義

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

 

来
期
に
つ
い
て

　

昨
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
臨
時
総
会
に
て
来
期

の
役
員
が
選
任
さ
れ
、
会
長
と
し
て
続
投
す
る
こ

と
が
決
定
致
し
ま
し
た
。「
現
状
維
持
は
衰
退
也
」

の
合
言
葉
の
下
、
四
月
か
ら
も
本
年
の
干
支
に
倣

い
猪
突
猛
進
で
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

年
頭
の
御
挨
拶

  祝祭日には国旗を掲げましょう  
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去
る
六
月
二
十
一
日
、
西
予
市
野
村
町
の
野
村

小
学
校
に
て
慰
問
神
楽
を
開
催
し
ま
し
た
。
私
の

息
子
三
人
が
通
っ
て
い
る
小
学
校
で
も
あ
り
、
ま

た
校
長
先
生
が
当
社
の
総
代
を
さ
れ
て
い
る
ご
縁

も
あ
り
、
こ
の
度
は
地
元
の
小
学
校
で
開
催
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
で
二
十
回
目
の
節
目
を
迎
え
る
慰
問
神
楽

は
、
当
初
二
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
大

寒
波
の
影
響
で
交
通
機
関
が
乱
れ
、
や
む
な
く
先

送
り
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
梅
雨
の

晴
れ
間
と
な
り
、
授
業
の
五
、六
時
間
目
を
い
た

だ
い
て
全
校
児
童
が
体
育
館
に
集
い
ま
し
た
。
そ

し
て
満
面
の
笑
み
の
校
長
先
生
か
ら「
新
学
期
が

始
ま
っ
て
、
全
校
児
童
が
欠
席
０
だ
っ
た
の
は
今

日
が
初
め
て
で
す
。
皆
さ
ん
が
こ
の
日
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
た
事
が
、
と
て
も
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。」
と
の
話
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
自
然
と
笑

み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　

先
ず
始
め
に
、
全
校
児
童
で
国
歌
斉
唱
を
し
ま

し
た
。
子
供
た
ち
は
君
が
代
を
雅
楽
の
演
奏
で
歌

　

平
成
三
十
年
七
月
三
日
と
四
日
に
、
神
宮
よ
り

神
宮
神
道
青
年
会
の
西
本
俊
一
朗
会
長
以
下
、
会

員
七
名
が
来
県
し
、
当
会
と
の
合
同
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

私
は
残
念
な
が
ら

社
務
の
都
合
で
途
中

か
ら
の
合
流
と
な
り

ま
し
た
が
、
一
日
目

は
伊
豫
豆
比
古
命
神

社
に
於
い
て
正
式
参

拝
を
行
い
、
禰
宜
の

長
曽
我
部
信
弥
様
よ

り
境
内
の
案
内
と
由

第
二
十
回　

慰
問
神
楽

～ 
野
村
町
立 

野
村
小
学
校 

～

神
宮
神
道
青
年
会 

合
同
研
修
会

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

西
予
市
野
村
町 

三
島
神
社

権
禰
宜　
　

三
瀬　

洋
平

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

松
山
市　

伊
佐
爾
波
神
社

禰　

宜　
　

野
口　

貴
令

う
の
は
始
め
て
で
、

最
初
は
戸
惑
い
気

味
で
し
た
が
、
次

第
に
演
奏
以
上
に

大
き
な
声
に
な
り

ま
し
た
。
次
に
雅

楽
の
代
表
的
な
越

殿
楽
を
演
奏
し
、

石
鎚
神
社
巫
女

に
よ
る
浦
安
の
舞

で
は
、
そ
の
華
麗

さ
に
子
供
た
ち
は

じ
っ
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
続
く
伊
予
神
楽
神
奈

岐
会
の
神
体
鈿
女
之
神
楽
舞
や
弓
の
舞
で
は
、
大

太
鼓
と
小
太
鼓
の
絶
妙
な
リ
ズ
ム
や
、
躍
動
感
あ
ふ

れ
る
舞
に
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

高
学
年
に
よ
る
楽
器
体
験
は
、
多
く
の
楽
器
に

触
れ
よ
う
と
す
る
子
供
た
ち
に
雅
楽
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
を
感
じ

取
れ
ま
し
た
。

　

本
物
を
見
聞
き

し
、
本
物
に
触
れ

た
今
回
の
経
験

は
、
き
っ
と
子
供

た
ち
の
心
に
残
り

続
け
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
い
つ

か
神
前
で
結
婚
式

を
挙
げ
る
時
、
流

れ
る
越
殿
楽
を
聞
い
て
、
幼
か
っ
た
こ
の
日
の
事

を
懐
古
し
て
く
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
今
回
の
慰
問
神
楽
の
開
催
に
あ
た
り
、

午
後
の
授
業
全
て
を
お
預
け
い
た
だ
い
た
野
村
小

学
校
上
甲
和
也
校
長
先
生
を
始
め
諸
先
生
方
、
伊

予
神
楽
神
奈
岐
会
の
皆
様
、
石
鎚
神
社
巫
女
の
皆

様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

やっとこの日を迎える事が出来ました！

長曽我部先輩の巧みな話術により、
和やかな参拝となりました。

音が鳴ると笑みがこぼれていました。

慰問神楽は毎年２月頃に執り行われていましたが、
これより先は６月頃の開催を目指して準備して参ります。
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緒
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
道
後
方
面
へ
進
み
、
私
の
奉
職
先
で
あ
る

伊
佐
爾
波
神
社
を
参
拝
、
由
緒
や
八
幡
造
の
社
殿

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
折
角
愛
媛
に
来
た
の
だ
か
ら
と
い
う

事
で
、
道
後
温
泉
本
館
で
湯
に
浸
か
り
、
日
頃
の

疲
れ
を
癒
や
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ひ
と
し
き
り
道
後

を
堪
能
頂
い
た
後

は
、
本
題
と
な
り
ま

す
合
同
研
修
会
が
会

場
を
移
し
て
開
催
。

　

目
前
に
御
代
替
わ

り
を
控
え
、
神
宮
神

青
よ
り
平
成
の
御
代

替
わ
り
の
際
に
行
っ

た
神
宮
で
の
行
事
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、
皇
室
と
神
宮
と

の
深
い
繋
が
り
を
再

確
認
し
、
こ
の
度
の

御
代
替
わ
り
に
お
い
て
青
年
神
職
は
何
を
す
べ
き

か
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

真
面
目
な
話
の
後
は
お
酒
の
席
と
な
り
、
賑
や

か
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

翌
日
は
以
前
神
宮
に
勤
め
て
い
た
縁
で
、
当
会

理
事
の
越
智
基
安
の
み
が
ご
案
内
す
る
こ
と
と
な

り
、
会
長
柳
原
永
祥
の
奉
職
先
で
あ
る
、
三
津
の

嚴
島
神
社
へ
正
式
参
拝
。

　

宮
司
の
柳
原
宰
様

よ
り
由
緒
な
ど
に
つ

い
て
の
お
話
が
あ

り
、
そ
の
後
会
長
が

境
内
の
案
内
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
神
宮
神

青
か
ら
の
希
望
で
、

大
街
道
ま
で
引
き

返
し
、
坂
の
上
の
雲

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
周

辺
の
散
策
を
行
っ
て
か
ら
帰
路
に
就
か
れ
ま
し
た
。

　

二
日
間
の
行
程
で
、
当
会
会
員
と
交
流
を
深
め

た
の
は
一
日
だ
け
で
し
た
が
、
御
代
替
わ
り
と
い

う
節
目
に
あ
た
り
、
皇
室
と
縁
の
深
い
神
宮
の
青

年
会
と
意
見
を
交
わ
し
、
交
流
を
深
め
た
こ
と
は

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

お時間をいただき、ありがとうございました！ 

日本最古の温泉に、皆さんご満悦でした。 

　

十
時
に
現
地
に
集
合
し
、
ま
ず
は
本
殿
、
境
内

参
道
を
高
圧
洗
浄
機
に
て
掃
除
、
次
に
、
社
務
所

の
浸
水
し
た
場
所
の
荷
物
を
外
へ
出
し
、
使
え
る

物
、
使
え
な
い
物
に
分
別
し
て
、
使
え
な
い
物
は

処
分
、
使
え
る
の
物
は
社
務
所
へ
戻
し
、
最
後
に

宮
司
宅
も
浸
水
し
た
場
所
の
泥
を
洗
い
流
し
、
畳
を

処
分
し
ま
し
た
。

　

炎
天
下
の
中
、

浸
水
し
た
場
所
は

下
水
が
流
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る

為
、
マ
ス
ク
、
手

袋
等
自
分
を
護
る

物
の
着
用
が
必
要

で
あ
っ
た
の
で
体

力
の
消
耗
が
激
し

く
、
活
動
後
は
疲

労
困
憊
で
、
復
興

活
動
の
厳
し
さ
を

身
を
も
っ
て
感
じ

ま
し
た
。

七
月
十
七
日 

復
興
支
援
活
動

於　

安
藤
神
社 

宇
和
島
市
吉
田
町

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

西
条
市　

石
鎚
神
社

権
禰
宜　

曽
我
部　

洋
輔

廃棄する物でも、大切な思い出のつまった物ばかりです。 

参
加
者
御
芳
名

Ｏ　

Ｂ

理　

事

理　

事

理　

事

副

会

長

愛
媛
県
神
道
青
年
会

氏
本　
　

学

小
笠
原
義
直

曽
我
部
洋
輔

井
上　

雅
仁

大
岡　

宜
徳

会　

員

理　

事

理　

事

理　

事

堀
川　

翔
央

佐
藤　

肇
国

野
口　

貴
令

越
智　

基
安

神宮神道青年会の皆さん、素晴らしい機会をいただきまして、
ありがとう御座いました！
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水口陽介 禰宜のお蔭をもちまして、
８月６日は円滑に作業を行うことが出来ました。篤く御礼申し上げます。

参
加
者
御
芳
名

　

作
業
内
容
は
流
さ
れ
て
き
た
泥
の
清
掃
が
主
で

社
殿
の
中
ま
で
入
り
込
ん
だ
泥
や
祭
具
の
清
掃
・

境
内
の
整
地
を
、
泥
が
発
す
る
匂
い
と
照
り
つ
け

る
日
光
に
も
負
け
ず
勤
め
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
作
業
が
完
了
し
て
も
、
屋
根
ま
で
浸

か
っ
て
い
た
跡
や
拝
殿
の
床
・
境
内
な
ど
職
人
の

手
が
必
要
な
事
は
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
元
の

姿
に
戻
る
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
必
要
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

私
の
地
元
は
た
い
し
た
被
害
も
無
か
っ
た
為
、

現
地
に
向
か
う
途
中
か
ら
自
然
の
猛
威
を
実
感

し
、
作
業
を
進
め
る
中
で
改
め
て
被
害
の
爪
あ
と

を
体
験
い
た
し
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
念

い
た
し
、
活
動
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

六
月
二
十
八
日
か
ら
七
月
八
日
に
か
け
て
、
西

日
本
を
中
心
に
北
海
道
や
中
部
地
方
な
ど
全
国
的

に
広
い
範
囲
で
記
録
さ
れ
た
、
台
風
七
号
お
よ
び

梅
雨
前
線
等
の
影
響
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
し
た
。

　

八
月
六
日
に
神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会
の
事

業
と
い
た
し
ま
し
て
、
愛
媛
県
南
予
復
興
支
援
活

動
を
四
カ
所
に
分
か
れ
て
活
動
い
た
し
ま
し
た
。

七
月
十
九
日 

復
興
支
援
活
動

於　

三
嶋
神
社 

西
予
市
野
村
町
野
村

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

上
浮
穴
郡　

河
崎
神
社

宮　

司　
　

柳
原　

康
尚

皆さんと心を一つにして
活動しました！ 

Ｏ　

Ｂ

会　

員

監　

事

理　

事

会　

長

愛
媛
県
神
道
青
年
会

会　

長

香
川
県
神
道
青
年
会

阿
部　

茂
之

那
須　

重
昭

善
家　

祐
二

湊　
　

和
樹

柳
原　

永
祥

猪
熊　

兼
高

会　

員

会　

員

理　

事

理　

事

副

会

長

進
藤　

雄
作

高
橋　

政
裕

柳
原　

康
尚

越
智　

基
安

平
石　

翔
吾

河
内
神
社　

禰
宜　
　

渡
邊　

正
男

天
満
神
社　

宮
司　
　

兵
頭　
　

勝

王
子
神
社　

禰
宜　
　

田
中　

清
之

三
島
神
社　

宮
司　
　

三
瀬　

高
徳

三
島
神
社　

宮
司　
　

吉
田　

充
邦

三
嶋
神
社　

宮
司　
　

井
関
五
十
鈴

愛
媛
県
神
社
庁 

宇
和
支
部

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会
事
業

「
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
」

愛
媛
県
被
災
地
復
興
支
援
活
動

　

お
社
は
立
間
小
学
校
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
あ

り
、
境
内
は
高
い
位
置
に
あ
り
ま
す
の
で
浸
水
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
部
斜
面
の
崩
落
が
あ

り
ま
し
た
。
一
方
、
社
務
所
は
麓
に
あ
り
、
近
く
の

河
川
氾
濫
に
よ
り
床
上
ま
で
浸
水
し
た
そ
う
で
す
。

　

こ
こ
で
の
活
動
は
社
務
所
の
土
砂
撤
去
が
主
な

作
業
と
な
り
ま
し
た
。
床
下
に
溜
ま
っ
た
土
砂
や

木
材
等
を
外
へ
出
し
、
高
圧
洗
浄
機
に
よ
る
洗
浄

や
消
毒
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
境
内
斜
面

の
崩
落
箇
所
の
土
砂
撤
去
も
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
猛
暑
で
、
砂
埃
が
絶
え
ず
舞
う
中
で

の
作
業
で
し
た
が
、
こ
ま
め
に
休
憩
を
取
り
な
が

ら
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
被
災
地
の
皆
様

は
毎
日
こ
の
環
境
の
中
で
作
業
を
行
っ
て
お
ら
れ

る
こ
と
を
思
う
と
頭
が
下
が
る
思
い
が
し
ま
し

た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
今
後
も
継
続
的
な
支
援
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
県
内
の
先
輩
方
や
他

県
の
同
志
も
支
援
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

八
幡
神
社

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

監
事

伊
予
郡　

高
忍
日
賣
神
社

禰　

宜　
　

後
藤　

正
幸

宇
和
島
市
吉
田
町
立
間

水
口 

忠
生 

宮
司
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先
の
豪
雨
に
よ
り
、
社
殿
の
床
下
浸
水
、
社
務

所
の
一
部
・
神
輿
庫
・
境
内
に
あ
る
旧
宮
司
宅
が

床
上
浸
水
の
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

去
る
七
月
十
七
日
、
当
会
単
独
で
当
神
社
の
復

興
支
援
活
動
を
実
施
し
社
殿
と
社
務
所
の
清
掃
、

旧
宮
司
宅
の
浸
水
し
て
し
ま
っ
た
畳
や
襖
な
ど
建

具
の
運
び
出
し
は
終
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
今
回

の
支
援
活
動
は
神
輿
庫
の
清
掃
と
旧
宮
司
宅
の
床

下
に
堆
積
し
た
汚
泥
の
搬
出
を
主
に
行
い
ま
し
た
。

　

先
ず
取
り
か
か
っ
た
の
は
神
輿
庫
で
し
た
が
、

豪
雨
よ
り
一
ヶ
月
を
過
ぎ
て
も
な
お
床
は
水
気
を

帯
び
、
一
部
は
腐
食
し
て
抜
け
て
い
ま
し
た
。
庫

内
に
納
め
ら
れ
て
い
た
神
輿
を
始
め
、
物
品
を
全

て
運
び
出
し
た
後
、
床
の
清
掃
、
乾
燥
、
消
毒
を

行
い
、
再
び
物
品
を
運
び
入
れ
て
神
輿
庫
の
作
業

を
終
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
宮
司
宅
は
い
ず
れ
取
り
壊
す
予
定
と

の
こ
と
で
し
た
の
で
、
床
板
を
全
て
バ
ー
ル
で
剥

が
し
、
根
太【
ね
だ
】（
床
板
を
支
え
る
横
木
）を

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
切
断
し
て
、
床
下
に
堆
積
し
た

汚
泥
を
土
嚢
袋
に
詰
め
て
搬
出
し
ま
し
た
。

　

七
月
十
七
日
と
今
回
の
作
業
で
、
安
藤
神
社
に

つ
い
て
は
人
手
の
い
る
大
が
か
り
な
作
業
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

公
私
と
も
お
忙
し
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
遠

方
よ
り
復
興
支
援
に
お
越
し
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
、

心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

安
藤
神
社

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

宇
和
島
市
長
堀　

三
島
神
社

宮　

司　
　

越
智　

基
安

分
か
ら
な
い
為
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
な
い
箇
所
は
土

砂
を
ど
こ
ま
で
撤
去
す
れ
ば
良
い
か
分
か
ら
ず
苦

慮
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
災
害
前
の
境
内

の
様
子
な
ど
が
わ
か
る
資
料
が
あ
れ
ば
よ
り
作
業

が
円
滑
に
行
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
災
害
復
興
支
援
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
苦
労
を
直
接
見
て
、

微
力
な
が
ら
作
業
す
る
中
に
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
と
、
互
い
に
支
え
助
け
合
え
る
活
動

の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
各
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
念
し
つ
つ

活
動
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

境
内
に
沿
う
よ
う
に
流
れ
る
川
の
氾
濫
に
よ
っ

て
、
境
内
へ
の
大
量
の
土
砂
や
流
木
の
流
入
が
あ

り
、
境
内
に
は
遊
具
や
ベ
ン
チ
が
置
か
れ
て
い
ま

し
た
。
流
木
が
絡
ま
り
水
の
流
れ
に
押
さ
れ
て
傾

い
た
遊
具
や
、
土
砂
の
堆
積
で
漕
げ
な
く
な
っ
た

ブ
ラ
ン
コ
、座
面
し
か
見
え
て
な
い
ベ
ン
チ
な
ど
、

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
神
社
境

内
よ
り
低
い
周
囲
の
家
屋
は
土
砂
の
流
入
に
よ
っ

て
一
階
部
分
が
浸
水
し
て
お
り
、
災
害
ゴ
ミ
の
集

積
場
所
に
な
っ
て
い
る
公
民
館
の
広
場
に
は
大
量

の
流
木
や
ゴ
ミ
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

支
援
作
業
と
し
て
は
境
内
に
堆
積
し
た
流
木
、

土
砂
の
撤
去
が
主
な
作
業
で
し
た
。
流
木
の
撤
去

を
ま
ず
行
い
、
そ
の
後
土
砂
の
撤
去
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
流
木
は
土
砂
と
一
緒
に
流
れ
て
き
て
い

る
為
、
半
分
土
砂
に
埋
ま
っ
て
お
り
掘
り
出
し
な

が
ら
の
撤
去
作
業
は
、
当
日
の
炎
天
下
も
相
ま
っ

て
、
か
な
り
体
力
を
消
耗
し
ま
し
た
が
、
会
員
皆

で
取
り
組
ん
だ
こ
と
も
あ
り
順
調
に
作
業
を
完
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

作
業
を
す
る
中
で
、
災
害
前
の
境
内
の
状
態
が

天
満
神
社

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

会
員

西
条
市　

石
鎚
神
社

権
禰
宜　
　

勝
本　

貴
大

皆様、ありがとう御座いました！

安藤神社

宇
和
島
市
吉
田
町
立
間

水
口 

忠
生 

宮
司

宇
和
島
市
吉
田
町

水
口 

忠
生 

宮
司
・
水
口 

陽
介 

禰
宜

「愛媛神青ブログ」では活動内容や画像も多数アップして公開しています！
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付
近
に
川
が
通
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
床
上

１
メ
ー
ト
ル
程
ま
で
土
壁
が
崩
れ
て
い
た
の
で
凡

そ
胸
高
程
の
浸
水
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
宮
司

宅
の
隣
に
は
宮
司
さ
ん
所
有
の
借
家
も
あ
り
、
作

業
と
し
て
は
宮
司
宅
と
借
家
２
件
の
床
下
に
溜

ま
っ
た
汚
泥
を
除
去
を
す
る
作
業
と
、
家
屋
周
辺

の
洗
浄
を
す
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

床
下
の
作
業
は
、
す
で
に
床
板
は
外
さ
れ
た
状

態
で
し
た
が
、根
太【
ね
だ
】（
床
板
を
支
え
る
横
木
）

が
あ
る
た
め
、
大
人
が
体
を
ね
じ
込
む
に
は
や
っ

と
の
幅
で
、
さ
ら
に
基
礎
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
な
く

土
の
為
、
汚
泥
と
基
礎
土
の
境
の
区
別
に
苦
労
し

ま
し
た
。
ま
た
家
屋
内
で
の
作
業
だ
っ
た
の
で
、
風

も
通
ら
な
く
作
業
を
す
る
に
は
過
酷
な
環
境
と
な

り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
別
の
場
所
で
作
業
し
て

い
た
神
青
協
役
員
の
皆
さ
ん
に
も
お
手
伝
い
頂
き
、

時
間
内
に
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

水
口
宮
司
に
は「
市
が
行
う
消
毒
作
業
前
に
清

掃
作
業
が
出
来
、
感
謝
い
た
し
ま
す
」と
の
言
葉

を
頂
き
、
少
し
で
も
お
力
に
な
れ
た
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。

　

※
順
不
同
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

助
成
寄
付
を
賜
り
深
謝
致
し
ま
す会長　

柳
原 

永
祥

水
口
宮
司
宅　
宇
和
島
市
吉
田
町
鶴
間
新

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

副
会
長

新
居
浜
市　
　

白
山
神
社

禰　

宜　
　

大
岡　

宜
徳

監　

事

理　

事

副

会

長

会　

長

高
知
県
神
道
青
年
会

監　

事

理　

事

副

会

長

会　

長

徳
島
県
青
年
神
職
会

参　

与

監　

事

会　

計

会　

長

香
川
県
神
道
青
年
会

副

会

長

和
歌
山
県
神
道
青
年
会

副

会

長

会　

長

奈
良
県
神
道
青
年
会

理　

事

総
務
委
員
長

事
務
局
次
長

直
前
会
長

兵
庫
県
神
道
青
年
会

監　

事

神
宮
啓
発
委
員
長

理　

事

理　

事

理　

事

会　

長

神
道
青
年
全
国
協
議
会

副

庁

長

愛

媛

県

神

社

庁

吉
野　
　

慶

村
田　
　

力

大
久
保
千
鋭

中
地　

英
彰

熊
代
雄
一
郎

宮
崎　

祥
悟

二
宮　
　

務

内
田　

正
和

柳
原　

春
正

田
代　

賢
司

櫻
木　

崇
浩

猪
熊　

兼
高

上
野　
　

潤

樋
口　

忠
親

多
田　

佳
史

的
場　
　

崇

村
井　

伸
彰

上
村　

秀
嗣

上
村　

宜
道

河
原　

忠
徳

宇
治
土
公
祐
高

浄
見　
　

僚

渡
邉　

信
敏

渡
辺　

英
朗

佐
野　
　

巌

三
輪
田
泰
生

理　

事

事

務

局

副

会

長

事

務

局

理　

事

副

会

長

参　

与

監　

事

事
務
局
長

副

会

長

理　

事

副

会

長

教
化
委
員
長

議　

長

副

会

長

監　

事

理　

事

理　

事

理　

事

副

会

長

尾
崎　

太
亮

池
上　

晃
平

甲
藤　

壽
一

冨
士　

裕
一

吉
田　

祐
子

金
倉　

卓
彦

萱
原　

正
裕

黒
木　

裕
司

本
澤　

雅
臣

平
石　

翔
吾

鈴
鹿　

迪
胤

越
智　

康
介

千
種　

太
陽

木
田　

隼
人

伊
藤　

克
孝

松
田　

典
起

湯
浅　

迪
彦

小
野
眞
一
郎

田
中　

国
男

金
田　

祐
季

Ｏ　

Ｂ

Ｏ　

Ｂ

Ｏ　

Ｂ

会　

員

会　

員

監　

事

理　

事

理　

事

副
会
長

会　

長

愛
媛
県
神
道
青
年
会

武
智　

和
剛

常
磐
井
守
道

一
宮　

利
史

鍛
谷　
　

僚

高
橋　

政
裕

善
家　

祐
二

野
口　

貴
令

越
智　

基
安

大
岡　

宜
徳

柳
原　

永
祥

Ｏ　

Ｂ

Ｏ　

Ｂ

Ｏ　

Ｂ

会　

員

監　

事

理　

事

理　

事

副
会
長

副
会
長

田
内　

逸
知

氏
本　
　

学

一
宮　

康
人

勝
本　

貴
大

後
藤　

正
幸

小
笠
原
義
直

柳
原　

康
尚

矢
野　

忠
臣

田
窪　

大
朗

愛

媛

県

神

社

庁
　
殿

西

予

市

　

白

王

神

社
　
殿

神
道
青
年
全
国
協
議
会
　
殿

東
北
六
県
神
道
青
年
協
議
会
　
殿

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会
　
殿

富

山

県

神

道

青

年

会
　
殿

鳥

取

県

神

道

青

年

会
　
殿

長

崎

県

神

道

青

年

会
　
殿

大

分

県

神

道

青

年

会
　
殿

香

川

県

神

道

青

年

会
　
殿

徳

島

県

青

年

神

職

会
　
殿

高

知

県

神

道

青

年

会
　
殿

神
道
青
年
全
国
協
議
会
　

　
　
　
理
事
　
西
塚
　
仁
詞
　
殿

松
山
市
道
後
湯
之
町

　
　
　
久
保
田
齒
科
醫
院
　
殿

参
加
者
御
芳
名

 

「
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
」

  

愛
媛
県
被
災
地
復
興
支
援
活
動

　
　
　
　
　

  

助
成
寄
付
御
芳
名

多くの方に御心寄せていただき、誠にありがとう御座いました！



第71号 （ ）8愛媛県神道青年会　　会報　「若竹」 平成 31 年 1 月 1 日発行

そ
れ
行
け
！
二
足
の
わ
ら
じ

兼
職
会
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―
公
務
員
と
し
て
の
業
務
は
、
ど
の
よ
う
な
事
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
川
之
江
市
役
所（
現
四
国
中
央
市
役
所
）に
入
庁

し
て
十
九
年
目
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
部
署

を
経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
建
設
課
で
市

道
の
維
持
管
理
の
た
め
の
予
算
管
理
や
補
助
金
請

求
等
の
業
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

―
公
務
員
に
な
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　
将
来
的
に
実
家
の
神
社
を
継
が
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
た
た
め
、
東
京
の
大
学
を
卒
業
し
て
、
地

元
で
の
就
職
を
選
び
ま
し
た
。

　
条
件
は
「
転
勤
が
な
い
職
」と
な
る
と
、
公
務

員
か
な
と
考
え
、
公
務
員
試
験
を
受
け
ま
し
た
。

―
直
階
を
取
得
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？

　
大
学
三
回
生
の
夏
休
み
に
、
國
學
院
大
學
神
職

養
成
講
習
会
で
取
得
し
ま
し
た
。
も
う
二
十
年
も

前
の
事
な
の
で
、
あ
ま
り
覚
え
て
い
ま
せ
ん
（
笑
）

四
国
中
央
市
　
八
幡
宮

禰
宜
　
　
合
田
　
慶
尚
さ
ん

職
種
　
　
地
方
公
務
員

File.09

―
（
笑
）で
は
権
正
階
は
い
か
が
で
す
か
？

　
六
年
ほ
ど
前
に
有
給
休
暇
を
ほ
ぼ
全
て
使
っ

て
、
國
學
院
大
學
神
職
養
成
講
習
会
を
受
講
し
ま

し
た
。
一
ヶ
月
以
上
の
休
暇
を
と
る
た
め
に
、
職

場
の
上
司
に
無
理
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
権
正
階
の
講
習
会
は
大
学
近
く
の
ウ
ィ
ー
ク

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
借
り
、
大
学
生
以
来
の
一
人

暮
ら
し
で
し
た
。
冬
で
し
た
の
で
体
調
管
理
に
気

を
つ
け
な
が
ら
、
愛
媛
か
ら
来
て
い
た
受
講
生
と

毎
晩
食
事（
飲
み
会
）し
て
ま
し
た
（
笑
）も
ち
ろ

ん
、
授
業
は
か
な
り
真
剣
に
う
け
ま
し
た
。

　
指
定
神
社
実
習
は
、
そ
の
時
は
有
給
休
暇
も
な

く
、
子
育
て
（
息
子
の
少
年
野
球
）と
も
重
な
っ

た
た
め
、
今
年
、
石
鎚
神
社
さ
ん
で
実
習
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
足
の
わ
ら
じ
は
大
変
で
す

が
頑
張
り
ま
す
（
笑
）

《
取
材
　
湊
　
和
樹
》

参
加
者
御
芳
名

　

十
一
日
に
柳
原
会
長
、

十
三
日
に
善
家
監
事
が
懇
意

に
し
て
い
る
当
会
Ｏ
Ｂ
で
大

洲
市
阿
蔵
に
鎮
座
す
る
八
幡

神
社 

禰
宜 

常
磐
井
守
道
先

輩
の
ご
自
宅
に
復
興
支
援
活

動
に
向
か
い
、
想
定
外
の
悲

惨
な
被
害
状
況
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

十
二
日
、
支
援
物
資
の
配

送
を
計
画
さ
れ
て
い
た
富
山

県
神
道
青
年
会
の
有
志
か
ら「
是
非
、
お
手
伝
い

も
し
た
い
」と
、
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
大
洲
の
同
じ
場
所
で
、
家
財
道
具
の

運
び
出
し
や
清
掃
活
動
を
お
願
い
し
、
愛
媛
県
の

有
志
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

権

禰

宜

龍
王
神
社

巫　

女

権

禰

宜

伊
豫
豆
比
古
命
神
社

禰　

宜

嚴
島
神
社

禰　

宜

吹
揚
神
社

愛
媛
県
神
社
庁
所
属

副

会

長

富
山
県
神
道
青
年
会

善
家　

祐
二

八
木　

七
虹

後
藤　

雅
彦

柳
原　

永
祥

田
窪　

大
朗

嵯
峨　

芳
紘

権

禰

宜

事
務
局
長

小
笠
原
義
直

林　
　

貞
文

七
月
十
一
～
十
三
日 

復
興
支
援
活
動

於　

八
幡
神
社 

大
洲
市
阿
蔵
甲

仕事する背中を見て欲しいそうです（笑）

「二足のわらじ」では、あなたからのご連絡を待っています
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平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日
・
三
十
日
、
全
国

厳
し
き
夏
の
暑
さ
の
中
、
全
国
各
地
よ
り
百
四
十

名
を
超
え
る
青
年
神
職
が
一
堂
を
会
し
神
社
本
庁

に
て
平
成
三
十
年
度
神
道
青
年
全
国
協
議
会
夏
期

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
愛
媛
県
よ
り
田
窪
副
会

長
・
矢
野
副
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
転
換
期
に
た
つ
我
ら
」
～
世
論
を
喚
起
す
る

た
め
に
～
を
主
題
と
し
て
、
御
即
位
三
十
年
の
佳

節
を
迎
え
る
我
が
国
は
今
上
陛
下
の
御
譲
位
に
よ

り
来
年
五
月
に
皇
太
子
殿
下
が
御
即
位
、
そ
し
て

日
本
国
憲
法
改
正
に
向

け
た
動
き
が
現
実
味

を
帯
び
て
い
く「
転
換

期
」に
青
年
神
職
と
し

て
ど
の
よ
う
に
役
割
を

担
っ
て
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度

　

神
道
青
年
全
国
協
議
会

　
　

夏
期
セ
ミ
ナ
ー　

開
催

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

副
会
長

新
居
浜
市　

浦
渡
神
社

禰　

宜　
　

矢
野　

忠
臣

　

一
日
目
第
一
講

「
平
成
の
御
代
替
り

と
憲
法
改
正
運
動
」

講
師
・
打
田
文
博
先

生（
小
國
神
社
宮
司
・

神
道
政
治
連
盟
会

長
）よ
り
は
平
成
の

御
代
替
り
の
例
を
示

し
今
後
の
課
題
、
憲

法
改
正
の
重
要
性
を

講
義
い
た
だ
き
、
第

二
講「
国
体
～
皇
室
・

神
社
・
国
家
・
臣
民
の
道
～
」講
師
・
田
尾
憲
男

先
生（
神
道
政
治
連
盟
主
席
政
策
委
員
）よ
り
は
国

体
・
国
柄
は
皇
室
を
中
心
と
し
て
き
た
日
本
が
他

国
に
例
を
み
な
い
国
で
あ
り
、
こ
の
世
の
価
値
観

を
今
一
度「
疑
っ
て
み
る
」こ
と
の
必
要
性
や
日
本

人
が
生
み
、
発
展
、
護
持
し
て
き
た
伝
統
的
価
値

を
正
し
く
知
る
大
事
さ
を
講
義
い
た
だ
き
、
第
三

講「
次
の
御
代
替
り
の
諸
儀
に
つ
い
て
」講
師
・
大

原
康
男
先
生（
國
學
院

大
學
名
誉
教
授
）よ
り

は
明
治
皇
室
典
範
と
昭

和
皇
室
典
範
を
比
較
。

明
治
皇
室
典
範
は
大
日

本
帝
国
憲
法
と
同
列
で

あ
っ
た
こ
と
に
対
し
、

現
皇
室
典
範
が
一
般
法

と
同
様
に
扱
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
関
す
る
様
々
な
課
題
を
講
義
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

二
日
目
第
四
講「
日
本
ら
し
い
国
づ
く
り
に
向
け

て
」講
師
・
伊
藤
哲
夫
先
生（
日
本
政
策
研
究
セ
ン

タ
ー
代
表
）よ
り
は
日
本
国
憲
法
が
い
か
に
国
家
と

日
本
を
否
定
し
て
い
る
憲
法
な
の
か
他
国
の
憲
法

を
比
較
し
て「
日
本
を
取
り
戻
す
」と
い
う
こ
と
は

歴
史
・
伝
統
・
皇
室
を
中
心
に
仰
ぐ
君
民
一
体
の

国
体
を
憲
法
に
示
す
こ
と
の
重
要
性
。
そ
し
て
正

し
い
こ
と
を
言
い
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
講
義

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
題
に
あ
る
よ
う
に

今「
転
換
期
」を
迎
え
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で

憲
法
改
正
は「
政
治
問

題
」で
あ
る
よ
う
に
報

道
さ
れ
認
識
さ
れ
て
い

る
方
が
多
い
で
す
が
、

「
国
家
問
題
」で
あ
る
認

識
を
今
一
度
持
た
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
我
々
は

国
民
で
あ
り
ま
す
。
国
家
を
ど
う
導
い
て
い
く
べ

き
な
の
か
を
考
え
、映
画
の
セ
ッ
ト
（
ハ
リ
ボ
テ
）

の
よ
う
な
憲
法
に
リ
フ
ォ
ー
ム
（
憲
法
改
正
）を

加
え
な
が
ら
新
築（
自
主
憲
法
制
定
）に
導
い
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

皇
室
の
永
続
的
な
尊
厳
護
持
の
た
め
、
本
来
の

日
本
ら
し
さ
を
目
指
す
べ
く
、
世
論
を
喚
起
し
て

い
く
役
割
を
担
う
国
民
で
あ
り
神
職
で
あ
ろ
う
と

感
じ
、
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

いよいよ御代替わりと共に、様々な転換期を迎えます。
伝統文化の継承をしながら、新たな事に取り組んで参りましょう！
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去
る
平
成
三
十
年

九
月
五
日
、
徳
島
県

日
和
佐
八
幡
神
社
に

て
四
国
地
区
神
道
行

法
錬
成
会
が
執
り
行

わ
れ
る
予
定
で
し
た

が
、
台
風
二
十
一
号

の
影
響
に
よ
り
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
日

和
佐
八
幡
神
社
も
被
害
を
受
け
た
た
め
、
予
定
を

変
更
し
復
興
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

四
国
四
県
か
ら
大
勢
の
有
志
が
集
ま
り
、
広
大

な
境
内
と
参
道
の
清
掃
を
致
し
ま
し
た
。
当
日
は

晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
前
日
の
台
風
の
脅
威

を
物
語
る
よ
う
に
境
内
は
荒
れ
て
い
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
有
志
の
力
も
あ
り
無
事
に
作
業
も
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
境
内
清
掃
後
、
近
く
の

海
岸
に
て
本
来
の
予
定
で
あ
っ
た
神
道
行
法
を
有

志
に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。
清
掃
、
禊
と
心
身
を

清
め
る
大
変
身
の
引
き
締
ま
る
研
修
で
し
た
。

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

上
浮
穴
郡　

三
島
神
社

宮　

司　
　

佐
藤　

肇
国

　

去
る
九
月
二
十
一
日
、
宇
和
島
市
長
堀
に
鎮
座

す
る
三
島
神
社
に
て「
観
月
神
楽
の
夕
べ
」を
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
会
恒
例
行
事
と
し
て
毎
年
仲
秋
の
頃
に
期
を

定
め
、
県
内
い
ず
れ
か
の
神
社
に
て
雅
楽
演
奏
、

巫
女
舞
、
里
神
楽
等
を
行
っ
て
お
り
、
三
十
六
回

を
数
え
ま
す
。

　【
演
目
】

　

浦
安
の
舞

　

大
魔（
惟
神
会
）

　

越
殿
楽

　

楽
器
紹
介

　

陪
臚

　

悠
久
の
舞

　

弓
の
舞（
惟
神
会
）

　

ふ
る
さ
と

　

夕
刻
よ
り
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
四
国
の
神
職

と
親
睦
を
深
め
る
良
い
機
会
も
頂
き
ま
し
た
。

第
三
十
六
回 

観
月
神
楽
の
夕
べ

～ 

宇
和
島
市 

三
島
神
社 

～

日
和
佐
八
幡
神
社復興

支
援
活
動

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

東
温
市　

川
上
神
社

禰　

宜　
　

野
口　

秀
文

　

長
ら
く
伊
豫
神
楽
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
今
回
は

松
山
の
神
楽
を
ご
覧
に

な
り
た
い
と
の
ご
要
望

も
あ
り
、
当
会
会
長
も

所
属
す
る
惟
神
会
に
ご

出
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
模
様
な
が

ら
も
氏
子
の
方
々
を
中
心
に
百
二
十
名
ほ
ど
観
覧

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
見
晴
ら
し
の
良
い

境
内
の
空
気
は
ど
こ
か
清
々
し
く
も
あ
り
、
そ
ん

な
中
、
観
覧
の
方
々
は
雲
に
隠
れ
が
ち
な
ゆ
か
し

い
月
を
時
折
気
に
し
つ
つ
雅
楽
・
舞
・
神
楽
に
見

入
り
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
る
様
子
で
し
た
。

　

最
後
の
演
目
と
し
て「
ふ
る
さ
と
」を
唱
歌
す

る
頃
に
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
心
は
一

つ
に
な
り
、
皆
で「
ふ
る
さ
と
」を
思
い
ま
し
た
。

　

幸
い
公
演
中
の
雨
も
な
く
、
め
で
た
く
閉
演
と

な
り
ま
し
た
。
開
催
に

あ
た
り
会
場
を
ご
提

供
い
た
だ
い
た
三
島
神

社
、
ご
出
演
い
た
だ
い

た
惟
神
会
、
伊
豫
豆
比

古
命
神
社
巫
女
、
ま
た

温
か
く
お
迎
え
い
た
だ

い
た
氏
子
の
皆
様
に
は

重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

皆様、おつかれさまでした！ 

迫力ある「大魔」でした！ 

清掃前に拝礼をいたしました。

息が合い艶やかでした。 

観月神楽のご参加をお待ちしております
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平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日
、
神
道
青
年
全
国

協
議
会
の
臨
時
総
会
が
神
社
本
庁
の
大
講
堂
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
創
立
七
十
周
年
の
佳
節
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
に
関
す
る
記
念
事
業
案
並

び
に
同
特
別
会
計
予
算
案
に
関
す
る
件
・
次
期
会

長
並
び
に
次
期
監
事

選
出
に
関
す
る
件

の
採
決
が
行
わ
れ
、

七
十
周
年
の
主
題
・

主
旨
文
も
当
日
に
配

布
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
神
青
協

は
昭
和
二
十
四
年
六

月
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
以
来
、
皇
室
国

家
の
護
持
と
祖
国
復

興
・
神
道
興
隆
の
精

神
を
受
け
継
ぎ
、
民

族
精
神
の
恢
復
と
道

義
国
家
の
再
興
を
目

　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
五
日
、
愛
媛
縣
護
國

神
社
東
参
列
殿
に
於
い
て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
会
議
愛
媛
県
本
部
相
談
役
の
重

松
惠
三
様
よ
り
ご
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私

の
三
島
事
件
に
つ
い
て
の
知
識
は
、
書
籍
や
報
道

で
知
る
限
り
で
し
た
の
で
、
三
島
氏
と
交
流
が

あ
っ
た
重
松
先
生
の
お
言
葉
に
よ
っ
て
、
当
時
の

緊
迫
し
た
様
子
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
ま
さ
に
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て
論
争
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
国
が
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
が
明
確
に
伝
わ
り
、
国
民
一
人
一
人
が
、
そ

れ
に
向
け
力
を
出
し
惜
し
む
こ
と
な
く
努
力
す
る

『
日
本
精
神
』に
つ
い
て
、
改

め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
ご
講
義
い
た
だ

き
ま
し
た
重
松
先
生
、
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
神
道
青

年
会
の
先
輩
方
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

神
道
青
年
全
国
協
議
会　

臨
時
総
会

於　

神
社
本
庁 

大
講
堂

三
島
由
紀
夫
・
森
田
必
勝
両
烈
士

　
　

追
悼
四
十
八
周
年 

慰
霊
祭

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

副
会
長

今
治
市　

吹
揚
神
社

禰　

宜　
　

田
窪　

大
朗

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

会
員

松
山
市
窪
野
町　

正
八
幡
神
社

権
禰
宜　

権
名
津　

幾
江

標
に
、
時
局
を
見
据

え
た
活
動
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
あ
れ
か

ら
七
十
年
、
激
し
く

変
化
す
る
時
代
の
中

で
青
年
神
職
は
い
か

に
あ
る
べ
き
な
の
か

と
い
う
課
題
に
常
に

直
面
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
様
な
中
で

堅
実
に「
祈
り
」を
実
行
し
、
新
た
な
行
動
に
移

る
、
と
い
う【
祈
り
と
行
動
】を
本
周
年
の
主
題

と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
期
会
長　
　

鳥
取
県 

宇
部
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　

禰　

宜　

金
田　

祐
季 

君

　

次
期
監
事　
　

岐
阜
県 

手
力
雄
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　

禰　

宜　

浅
野　

将
伯 

君

　

次
期
監
事　
　

新
潟
県 

白
山
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　

禰　

宜　

小
林　

慶
直 

君

　

次
期
監
事　
　

岩
手
県 

盛
岡
八
幡
宮

　
　
　
　
　
　
　
　

権
禰
宜　

藤
原　

大
修 

君

が
満
場
一
致
で
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
次
期
副

会
長
は
来
年
四
月
の
神
青
協
定
例
総
会
で
選
出
さ

れ
る
予
定
で
す
。
以
上
、
臨
時
総
会
の
報
告
と
い

た
し
ま
す
。

金田　祐季　次期会長

ホームページアドレス　http://www.ehimeshinsei.net/
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し
ょ
う
ね
。
翌
年
か
ら
十
月
よ
り
週
三
回
の
練

習
を
し
て
相
撲
を
覚
え
て
い
き
、
勝
つ
喜
び
を

覚
え
好
き
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
土
俵
を
固
め
て
お
祓
い
は
さ
れ
ま
す
か
？

　

相
撲
連
盟
に
行
司
さ
ん
が
お
ら
れ
、
神
事
と

し
て
お
祓
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

乙
亥
大
相
撲
は
嘉

永
五
年（
一
八
五
二

年
）
六
月
二
十
五
日

に
、
川
東
地
区
を
中

心
に
百
戸
以
上
の
民

家
に
大
火
が
起
こ
り

「
火
鎮
擁
護
祈
願
」と

し
て
向
こ
う
百
年
間

「
三
十
三
番
結
び
の
相

撲
」を
三
嶋
神
社
境
内

に
愛
宕
神
社
を
建
立

し
て
奉
納
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

　

百
回
目
以
降
は
、
野
村
町
観
光
協
会
が
中

心
に
興
行
的
に
運
営
さ
れ
て
い
て
、
今
年
の

百
六
十
七
回
目
は
、
豪
雨
災
害
に
よ
り
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
乙
亥
会
館
か
ら
野
村
公

会
堂
に
会
場
を
移
し
開
催
で
き
て
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

―
若
い
人
達
へ
の
継
承
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

　
い
ま
す
か
？

　

去
年
ま
で
選
手
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
か
ら
監
督
を
襲
名
い
た
し
ま
し
て
、

難
し
い
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
子
を
見
つ
け
て
声
を
掛
け
て
も
、
繋

が
り
が
薄
い
せ
い
か「
僕
は
無
理
で
す
」で
終

わ
っ
て
し
ま
う
ん
で

す
。
昔
は
先
輩
の
言

う
事
は
絶
対
で（
笑
）

声
を
掛
け
ら
れ
た
ら

「
頑
張
り
ま
す
！
」と

返
事
一
つ
で
参
加
し

て
い
ま
し
た
。
で
す

が
、
み
ん
な
幼
い
時

か
ら
相
撲
を
体
感
し

て
い
る
の
で
、
代
が

変
わ
れ
ば
、
そ
の
時
の
責
任
者
が
し
っ
か
り
と

や
っ
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
！

　

今
回
、
七
月
の
西
日
本
豪
雨
に
よ
り
野
村
町

は
多
く
の
人
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
が
、
野
村
で

生
き
て
い
る
人
は
、
乙
亥
大
相
撲
に
対
し
て
、

復
興
の
為
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て「
そ
の
日
を

迎
え
て
頑
張
ろ
う
！
」と
い
う
熱
い
気
持
ち
が
、

野
村
町
全
体
に
あ

り
ま
し
た
。

　

選
手
兼
監
督
と
し

て
一
年
目
を
迎
え
、

僕
等
の
川
東
地
区
が

一
番
甚
大
な
被
害
を

受
け
、
地
区
の
人
達

に
笑
顔
や
勇
気
を
届

け
ら
れ
る
の
は
、
こ

の
乙
亥
大
相
撲
で
優

勝
す
る
事
だ
と
気
持

ち
を
一
つ
に
で
き
、

相
撲
を
や
っ
て
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

《
取
材　

湊　

和
樹
》

―
相
撲
を
さ
れ
て
長
い
の
で
す
か
？

　

十
八
歳
で
町
役
場

に
勤
め
る
中
で「
人
数

が
足
ら
な
い
か
ら
補

欠
で
入
っ
て
く
れ
」と

先
輩
に
頼
ま
れ
た
の

が
始
ま
り
で
す
。

　

そ
の
年
は
補
欠
だ
っ
た
の
で
個
人
戦
だ
け
出

場
し
ま
し
た
。
初
め
て
土
俵
に
上
が
っ
て「
は
っ

け
よ
い
の
こ
っ
た
」と
な
っ
た
時
、
頭
ん
中
が

真
っ
白
で
何
も
で
き
な
く
て
、
そ
の
ま
ま
押
し

出
さ
れ
、
そ
れ
が
男
と
し
て
悔
し
か
っ
た
ん
で

西
予
市
野
村
町　

白
王
神
社

禰　

宜　
　

那
須　

重
昭
さ
ん

趣 

味 

人

第
九
回

　
神
職
会
員
の
多
彩
な
趣
味
を
紹
介
す
る
こ

の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
那
須
重
昭
さ

ん
は
、
小
中
学
校
時
代
は
マ
ッ
チ
棒
み
た
い

に
細
く
、
お
尻
を
見
ら
れ
た
り
負
け
た
り
す

る
の
が
嫌
で
、
乙
亥
相
撲
に
参
加
す
る
事
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
で
は
何
を
き
っ
か
け
に
乙
亥
相
撲
を
好
き

に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
！

〜
神
青
会
員
の
オ
フ
タ
イ
ム
〜

惜しくも準優勝でしたが、
気持ちを一つにできたそうです！

右から二番目が那須さんです！

乙亥大相撲をご覧に野村町へお越しください！
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去
る
平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
六
日
、
伊
豫
豆

比
古
命
神
社
に
て
平
成
三
十
年
度
臨
時
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
現
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
っ
て
、

次
期
役
員
の
選
出
及
び
承
認
を
議
事
と
し
、
議
長

の
先
導
の
下
、会
は
速
や
か
に
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

柳
原
会
長
よ
り
、
次
期
役
員
の
名
前
が
発
表
さ

れ
、
会
の
全
会
一
致
を
も
っ
て
議
事
は
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

会　

長　
　

柳
原 

永
祥 

会　

長（
留
任
）

　

副
会
長　
　

後
藤 

正
幸 

監　

事（
新
任
）

　

副
会
長　
　

井
上 

雅
仁 

理　

事（
新
任
）

　
　
　
　
　
　

野
口 

貴
令 

理　

事（
新
任
）

　

監　

事　
　

田
窪 

大
朗 

副
会
長（
新
任
）

　

監　

事　
　

大
岡 

宜
徳 

副
会
長（
新
任
）

　

そ
の
他
理
事
に
は
七
名
が
選
出
さ
れ
、
十
三
名

体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

結
び
に
、
今
期
は
通
年
事
業
の
他
に
周
年
事
業

や
未
曽
有
の
災
害
に
よ
る
災
害
復
興
支
援
活
動

等
、
慌
た
だ
し
く
且
つ
同
じ
志
を
持
つ
同
志
の
皆

様
と
の
絆
を
垣
間
見
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

　

十
二
月
五
日
、
松
山
市
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ボ
ウ
ル

に
て
、
二
十
名
が
参
加
し
個
人
戦
キ
ン
グ
と
会
長

杯
争
奪
の
県
別
団
体
戦
キ
ン
グ
を
賭
け
た
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

猪
熊
四
国
地
区
会
長
の
始
球
式
か
ら
始
ま
り
、

各
レ
ー
ン
と
も
に
笑
い
あ
り
ド
ヤ
顔
あ
り
の
和
や

か
な
ム
ー
ド
の
中
に
て
、
二
ゲ
ー
ム
の
総
合
得
点

を
競
い
合
い
ま
し
た
。
個
人
戦
キ
ン
グ
の
称
号
を

掲
げ
た
の
は
！
な
、
な
、
な
ん
と
今
期
で
卒
会
を

迎
え
る
わ
た
く
し
善
家
が
二
百
九
十
五
点
に
て
断

ト
ツ
の
一
位
!!
そ
し
て
私
の
活
躍
の
お
蔭
で
県
別

対
抗
も
愛
媛
が
優
勝
を
果
た
し
、
会
長
杯
を
昨
年

の
覇
者
香
川
県
か
ら
奪
う
こ
と
が
出
来
、
担
当
県

と
し
て
の
意
地
を
見
せ
た
結
果
と
な
っ
た（
笑
）

　

そ
の
後
、
場
所
を「
四
季
瀬
戸
の
味
た
に
た
」

に
移
し
、
四
国
地
区
の
顧
問
で
も
あ
り
ま
す
清
家

貞
文
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
美
味
し
い
愛
媛
の
地

酒
と
食
材
で
舌
鼓
し
な
が
ら
和
気
藹
々
と
し
た
雰

囲
気
に
て
有
意
義
な
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
若
竹
の
記
事
を
書
く
こ
と
は
今
回
で

私
は
最
後
に
な
り
ま
す
。
過
去
の
若
竹
を
振
り
返

り
な
が
ら
青
年
会
で
培
っ
た
も
の
は
と
て
も
大
き

く
有
り
難
い
も
の
で
あ
り
、
自
分
を
高
め
人
と
な

り
と
し
て
の
大
切
な
も
の
を
気
付
か
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
有
り
難
う

御
座
い
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度 

臨
時
総
会

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

第
十
四
回
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

松
山
市　

伊
豫
豆
比
古
命
神
社

権
禰
宜　

小
笠
原　

義
直

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

監
事

西
予
市　

龍
王
神
社

権
禰
宜　
　

善
家　

祐
二

と
同
時
に
、
現
愛
媛

神
青
の
今
後
の
課
題

が
見
つ
か
っ
た
様
に

感
じ
ま
し
た
。

　
「
現
状
維
持
は
衰

退
な
り
」来
期
も
こ

の
言
葉
を
胸
の
内
に

持
ち
続
け
、
今
期
よ

り
も
来
期
。
役
員
一

丸
と
な
り
、
常
に
発

展
し
続
け
る
愛
媛
神

青
で
あ
り
続
け
た
い

で
す
。

当会のみなさん、共に会を盛り上げましょう！

善家コールが鳴り止まない程
称賛されました！

悲願の優勝でした！

副
会
長
兼

事
務
局
長

ボウリング大会連覇の為にも、毎日イメージトレーニングをしましょう（笑）
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【
会　

場
】
国
際
ホ
テ
ル
松
山

　
　
　
　
　
　
　
　

本
館
２
階　

ル
ビ
ー
の
間

　
　
　
　
　

受
付
開
始　

十
六
時

　
　
　
　
　

開　
　

会　

十
六
時
三
十
分

【
内　

容
】
愛
媛
県
の
神
輿
・
祭
礼
練
り

【
趣　

旨
】
神
輿
を
通
し
て
信
仰
の
多
様
性
を
学

ぶ
と
共
に
、
神
輿
に
対
す
る
信
仰
、
神

幸
祭
の
紹
介
な
ど
を
通
し
て
、
県
内
の

祭
礼
行
事
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

　

講　

演 

「
氏
子
の
未
来
と
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
― 

神
社
を
中
心
と
し
た
地
域
活
性
化
の
可
能
性
」

　

講　

師　

常
盤 

良
彦 

先
生

   

（ 

㈱O
arai

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代
表
取
締
役
）

　

講　

師　

大
里 

明 

先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（ 

割
烹
旅
館　

肴
屋
本
店
代
表 

）

　

講　

師　

杉
山 

潔 

先
生

　
　
　
　

  

（『
ガ
ー
ル
ズ
＆
パ
ン
ツ
ァ
ー
』プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

）

【
締　

切
】
一
月
十
五
日
迄
に
愛
媛
県
神
道
青
年

会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
会　

場
】
茨
城
県　

水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

【
主　

題
】
氏
子
と
共
に
歩
む
時

～
過
去
・
現
在
・
未
来
の
中
で　

【
内　

容
】

　

講　

演 

「
神
に
仕
え
て
想
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　

～
鹿
島
の
神
と
水
戸
の
教
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
し
て
鹿
島
神
宮
の
中
今
～
」

　

講　

師　

鹿
島 

則
良 

先
生 

（
鹿
島
神
宮 

宮
司
）

　

講　

演 

「
現
代
社
会
と
氏
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

～
科
学
の
力
と
祈
り
の
力
～
」 

　

講　

師　

中
野 

信
子 

先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

（
認
知
神
経
科
学
者
・
評
論
家
）

災
害
支
援
物
資
保
管
用
物
置 

寄
贈

太
鼓
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
参
拝
啓
発
ポ
ス
タ
ー

お

し

ら

せ

　

平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
に
際
し
、
皆
様
よ
り
頂

戴
し
た
寄
付
金（
七
頁
参
照
）を
元
に
、
災
害
時
に

早
急
に
対
応
で
き
る
よ
う
物
資（
シ
ャ
ベ
ル
等
）と

物
置
を
購
入
し
、
愛
媛
県
神
社
庁
に
寄
贈
し
庁
舎

北
側
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
神
社
庁
に
於
い
て
在
庫
が
御
座
い
ま
す

の
で
、
ご
入
用
の
方
は
愛
媛
県
神
社
庁
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〜
御
案
内
〜

一
月
二
十
二
日

三
月
十
三
・
十
四
日

第
一
日
目

第
二
日
目

新
年
研
修
会

神
道
青
年
全
国
協
議
会

平
成
三
十
年
度 

中
央
研
修
会

【
会　

場
】
国
際
ホ
テ
ル
松
山

　
　
　
　
　
　
　
　

南
館
３
階　

伊
豫
の
間

　
　
　
　
　

受
付
開
始　

十
八
時

　
　
　
　
　

開　
　

会　

十
八
時
三
十
分

互 

礼 

会

【
会　

場
】
東
京
都　

明
治
記
念
館

【
内　

容
】
物
故
者
慰
霊
祭　

十
三
時

　
　
　
　
　

記
念
講
演　

十
四
時

　
　
　
　
　

記
念
式
典　

十
六
時

　
　
　
　
　

記
念
祝
賀
会　

十
八
時

【
講　

師
】
裏
千
家
16
代
家
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　

千　

宗
室 

先
生

四
月
十
七
日

神
道
青
年
全
国
協
議
会

七
十
周
年
記
念
式
典
・
講
演
・
祝
賀
会

　

十
二
月
十
日
か
ら
十
六
日

は「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
」で
す
。

　

十
五
日
に
柳
原
会
長
以
下

六
名
が
参
加
し
パ
レ
ー
ド
を

行
い
ま
し
た
。
一
日
も
早
い

拉
致
被
害
者
の
日
本
帰
国
を

願
い
ま
す
。

啓
発
街
頭
パ
レ
ー
ド
参
加
報
告

会員の皆様、積極的なご参加・ご協力を、宜しくお願いいたします。


